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史
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蓮
教
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の
視
座
よ
り
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正

大
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に

本
稿
は
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平
成
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日
本
仏
教
学
会
学
術
大
会
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る
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発
表

法
華
教
学
史
に
お
け
る
戒
律
観
の
変
遷

日
蓮
教
学
の

視
座
よ
り

の
第
十
二
節

日
蓮
に
お
け
る
戒
律
観

を
中
心
に

略
し
、
概
要
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
基
本
的
に
真

蹟
完
存
・
真
蹟
曽
存
・
真
蹟
断
片
現
存
・
断
簡
現
存
・
直
弟
写
本
現
存
の
日
蓮
遺
文
を

察
の
対
象
と
し
、
上
記
の
遺
文
に
内
容
的
に
準

ず
る
場
合
、
そ
れ
以
外
の
遺
文
を
用
い
て
い
る
。
引
用
遺
文
の
頁
数
は

昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文

に
よ
る
。

二

日
蓮
に
お
け
る
戒
律
観

１
、
五
戒
を
世
出
世
の
一
切
法
に
通
ぜ
し
め
る

戒
体
即
身
成
仏
義

（
三
頁
・
二
一
歳
）
で
は
、
湛
然

止
観
弘
決

（

正
蔵

四

六
巻

三
四
二
頁

ａ
）
所
引
の

提
謂
経

に
よ
り
、
五
戒
を
人
間
の
五
根
・
五
臓
・
五
体
、
国
土
の
五
方
、
五
行
・
五
味
・
五
星
等
の

根
本
体
と
す
る
。

戒
之
事

（
二
二
二
二
頁
・
三
三
歳
頃
）、

断
簡
三
五
六

（
三
〇
〇
〇
頁
・
三
〇
〜
四
〇
歳
前
後
）、

五
行
事

（
二
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九
一
八
頁
・
五
七
歳
）、

断
簡
二
九
二

（
二
九
六
八
頁
・
三
八
〜
三
九
歳
）
参
照
。

災
難
興
起
由
来

（
一
五
八
頁
・
三
九
歳
）、

災

難
対
治
鈔

（
一
六
九
頁
・
三
九
歳
）、

高
橋
入
道
殿
御
返
事

（
一
〇
九
〇
頁
・
五
四
歳
）
参
照
。

【
爾
前
経
の
戒
】

２
、
小
乗
三
蔵
教
に
お
け
る
戒

一
代
聖
教
大
意

（
五
七
頁
・
三
七
歳
）
で
は
、
化
法
四
教
中
の
小
乗
三
蔵
教
の
戒
蔵
（
律
蔵
）
と

し
て
五
戒
・
八
戒
・
十
善
戒
・
二
百
五
十
戒
・
五
百
戒
を
挙
げ
、
戒
定
慧
の
三
要
素
を
比
較
し
、
戒
よ
り
定
、
定
よ
り
慧
が
勝
れ
、
後
者

が
前
者
を
兼
ね
る
と
す
る
。
し
か
し
三
蔵
教
の
意
は
戒
が
本
体
で
あ
る
と
し
、
故
に
阿
含
を
総
結
す
る

遺
教
経

（
涅
槃
経
典
）
に
は

戒
が
説
か
れ
る
と
す
る
。

四
教
略
名
目

（
二
八
八
五
頁
・
三
六
〜
三
七
歳
頃
）
参
照
。

十
法
界
明
因
果
鈔

（
一
七
七
頁
・
三
九
歳
）

で
は
、
小
乗
戒
の
手
本
た
る
尽
形
寿
の
戒
は
一
度
依
身
を
破
れ
ば
永
く
戒
の
功
徳
を
失
う
と
す
る
。

３
、
別
教
の
戒
｜
十
重
禁
戒

戒
体
即
身
成
仏
義

（
七
頁
）
で
は
、

梵
網
経

十
重
禁
戒
、

経

十
無
尽
戒
を
示
し
、
五
戒

を
根
本
と
す
る
と
説
く
。

一
代
聖
教
大
意

（
六
二
頁
）
で
は
、
別
教
の
菩
薩
戒
を
三
聚
浄
戒
（
①
摂
律
儀
戒
、
②
摂
善
法
戒
、
③
饒
益

有
情
戒
）
と
し
、
諸
経
論
所
説
の
諸
戒
を
摂
律
儀
戒
と
す
る
。
次
に
摂
善
法
戒
と
は
八
万
四
千
の
法
門
、
饒
益
有
情
戒
と
は
四
弘
誓
願
で

あ
る
と
説
明
す
る
（

十
法
界
明
因
果
鈔

一
七
八
〜
一
七
九
頁

、

四
教
略
名
目

二
八
九
七
頁

参
照
）。
別
教
の
戒
は
三
蔵
教
・

通
教
と
異
な
り
尽
未
来
際
の
金
剛
法
戒
と
す
る
。

一
代
聖
教
大
意

（
六
三
〜
六
四
頁
）
等
参
照
。

十
法
界
明
因
果
鈔

（
一
八
〇
〜
一

八
一
頁
）
で
は
、

梵
網
経

等
の
大
乗
戒
は
、
七
逆
罪
の
者
と
決
定
性
の
二
乗
の
持
戒
は
許
さ
れ
な
い
と
し
、
持
戒
は
父
母
・
師
僧
・

国
王
・
主
君
・
一
切
衆
生
・
三
宝
の
恩
を
報
ず
る
為
に
あ
る
と
示
す
。
二
乗
は
報
恩
が
欠
け
、
大
乗
戒
を
持
て
な
い
と
す
る
。

４
、
爾
前
の
円
教
の
戒

一
代
聖
教
大
意

（
六
四
〜
六
五
頁
・
三
七
歳
）
で
は
、
円
教
に
は
爾
前
の
円
教
と
法
華
涅
槃
の
円
教
が
あ
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り
、
前
者
は

梵
網
経

等
に
依
拠
す
る
と
説
く
。
そ
し
て
同
経
の
文
（

正
蔵

二
四
巻

一
〇
〇
四
頁

ａ
）
を
引
用
し
、
持
戒
に
よ

る
即
身
成
仏
を
示
す
。
ま
た
煩
悩
を
断
ぜ
ず
と
も
成
仏
し
、
一
善
一
戒
を
以
て
成
仏
す
る
と
も
述
べ
る
。
爾
前
の
円
教
で
は
二
乗
の
開
会

は
な
い
と
い
う
。

５
、
仏
界
の
戒

十
法
界
明
因
果
鈔

（
一
八
〇
頁
・
三
九
歳
）
参
照
。

６
、
爾
前
経
に
お
け
る
来
世
の
引
業
と
な
る
諸
戒

一
代
聖
教
大
意

（
六
九
頁
）、

十
法
界
明
因
果
鈔

（
一
七
三
頁
）、

諸
経
与
法

華
経
難
易
事

（
一
七
五
一
頁
・
五
九
歳
）、

八
幡
宮
造
営
事

（
一
八
六
八
頁
・
六
〇
歳
）、

四
教
略
名
目

（
二
八
七
八
頁
）
参
照
。

【
法
華
経
の
戒
】

７
、
法
華
経
に
よ
る
有
戒
・
無
戒
の
成
仏
、
十
界
成
仏

一
代
聖
教
大
意

（
六
六
〜
六
七
頁
・
三
七
歳
）
で
は
、
法
華
経
の
対
告
を

悪
人
善
人
・
有
智
無
智
・
有
戒
無
戒
・
男
子
女
人
・
四
悪
趣
・
天
龍
八
部
、
総
じ
て
十
界
の
衆
生
と
し
、
有
戒
は
声
聞
・
菩
薩
、
無
戒
は

龍
・
畜
、
女
人
は
龍
女
が
当
た
る
と
し
、
総
じ
て
十
界
の
衆
生
は
円
の
一
法
を
覚
る
と
す
る
。
本
抄
で
は
無
戒
の
成
仏
は
提
婆
品
の
龍
女

成
仏
に
集
約
さ
れ
る
。

８
、
法
華
経
の
十
界
互
具
の
戒
、
是
名
持
戒

戒
体
即
身
成
仏
義

（
一
四
〜
一
五
頁
）
で
は
、
法
華
経
で
開
会
さ
れ
れ
ば
十
界
は
互

具
す
る
の
で
、
九
界
の
衆
生
の
身
が
直
ち
に
戒
体
で
あ
る
と
示
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
法
華
経
の
悟
り
は
、
こ
の
国
土
と
我
等
の
身
と

釈
迦
如
来
の
舎
利
が
一
体
で
あ
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
こ
の
表
現
は

観
心
本
尊
抄

（
七
一
二
頁
・
五
二
歳
）
の
題
目
受
持
に
よ
る

娑
婆
浄
土
・
久
遠
釈
尊
・
所
化
の
一
体
の
説
示
に
繫
が
る
。

一
代
聖
教
大
意

（
七
〇
頁
）
で
は
、
十
界
互
具
の
法
華
経
で
は
仏
界
も
因

位
に
居
し
て
菩
薩
界
に
摂
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
声
聞
を
菩
薩
に
開
会
す
る
法
華
経
の
文

汝
等
所
行
是
菩
薩
道

、

観
普
賢
経
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の
文

六
波
羅
蜜
自
然
在
前

を
文
証
と
す
る
。
さ
ら
に
、
法
華
経
の
十
界
互
具
に
よ
り
我
等
一
戒
を
も
受
け
な
い
者
が
持
戒
者
と
な
る

文
と
し
て
、

此
経
難
持
。
若
暫
持
者
。（
中
略
）
是
名
持
戒
。
行
頭
陀
者

を
引
用
す
る
。
こ
の
法
華
経
の
十
界
互
具
に
よ
る
戒
の
開
会

の
主
張
は
、

開
目
抄

（
五
五
二
頁
・
五
一
歳
）
に
至
り
本
因
本
果
十
界
互
具
論
に
展
開
す
る
。
さ
ら
に

観
心
本
尊
抄

で
は
一
念
三

千
を
十
界
互
具
、
人
界
具
仏
界
に
集
約
し
て
論
じ
、

六
波
羅
蜜
自
然
在
前

の
文
を
経
て
、
題
目
受
持
に
よ
る
久
遠
釈
尊
の
因
果
の
功

徳
の
自
然
譲
与
へ
と
繫
が
る
。

９
、
法
華
経
の
相
待
妙
戒

十
法
界
明
因
果
鈔

（
一
八
一
頁
）
で
は
、
法
華
経
の
戒
に
は
相
待
妙
戒
、
絶
待
妙
戒
が
あ
る
と
示
す
。

相
対
妙
戒
と
は
、
爾
前
四
十
余
年
の
大
小
乗
の
戒
と
法
華
経
の
戒
と
を
相
対
し
て
、
爾
前
諸
経
の
戒
を
麁
戒
・
未
顕
真
実
・
歴
劫
修
行
の

戒
、
決
定
性
の
二
乗
の
戒
と
し
、
法
華
経
の
戒
を
妙
戒
・
真
実
・
速
疾
頓
成
の
戒
、
二
乗
の
成
仏
を
嫌
わ
な
い
戒
、
と
相
対
し
て
麁
妙
を

論
ず
る
こ
と
を
言
う
と
す
る
。
こ
の
説
示
は

法
華
玄
義

（

正
蔵

三
三
巻

七
一
八
頁

ａ
）
に
依
拠
す
る
。

10
、
速
疾
頓
成
の
戒

十
法
界
明
因
果
鈔

（
一
八
一
〜
一
八
二
頁
）
参
照
。

11
、
法
華
経
の
絶
待
妙
戒

同
抄
で
は
法
華
経
の
絶
待
妙
戒
を
論
じ
、
法
華
経
に
は
特
別
の
戒
は
な
く
、
爾
前
の
戒
が
即
法
華
経
の
戒
で

あ
る
と
し
て
戒
の
開
会
を
行
う
。
爾
前
の
人
天
・
二
乗
・
菩
薩
の
戒
は
法
華
経
に
至
り
和
会
し
一
同
と
な
る
と
す
る
。
三
悪
道
の
者
も
、

過
去
に
持
し
失
っ
た
戒
が
法
華
経
に
入
っ
て
起
ち
あ
が
り
持
戒
者
と
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
法
華
経

是
名
持
戒

の
文
、
安
然

普
通

広
釈

（

正
蔵

七
四
巻

七
七
七
頁

ｃ
）
を
引
用
し
、
た
だ
法
華
経
を
信
じ
る
こ
と
が
持
戒
と
な
る
と
説
く
。
爾
前
経
で
は
戒
を
持
っ

て
も
一
界
に
限
り
成
仏
で
き
な
い
が
、
法
華
経
に
至
る
と
十
界
互
具
が
備
わ
り
、
爾
前
経
即
法
華
経
、
儒
教
・
外
道
等
も
即
法
華
経
と
な

る
と
し
、
こ
れ
を
妙
法
と
い
う
と
説
く
。

一
代
聖
教
大
意

（
七
〇
頁
）
参
照
。
法
華
経
の
下
に
爾
前
経
を
開
会
す
る
表
現
は
佐
渡
以
後

の
遺
文
に
は
見
え
な
い
が
、

観
心
本
尊
抄

（
七
一
四
頁
）
で
、
全
て
の
経
を
法
華
経
寿
量
（
題
目
）
の
序
分
と
す
る
表
現
に
昇
華
さ
れ
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る
。
持
戒
の
思
想
は
佐
渡
以
後
少
な
く
な
る
が
、
結
局
、
題
目
受
持
に
集
約
さ
れ
る
。

十
法
界
明
因
果
鈔

の

博
地
凡
夫
一
生
之
中

入

仏
位

至

妙
覚

具

因
果
功
徳

也

（
一
八
三
頁
）
の
文
は

観
心
本
尊
抄

で
は
受
持
譲
与
段
に
お
い
て

釈
尊
因
行
果
徳
二
法

妙
法
蓮
華
経
五
字
具
足
。
我
等
受

持

此
五
字

自
然
譲

与

彼
因
果
功
徳

（
七
一
一
頁
）
と
表
現
さ
れ
る
に
至
る
。

12
、
法
華
経
を
持
つ
こ
と
を
持
戒
と
す
る

守
護
国
家
論

（
九
五
頁
・
三
八
歳
）
で
は
、
法
華
経
の
文

此
経
難
持
。
若
暫
持
者

（
中
略
）
是
名
持
戒
。
行
頭
陀
者

を
引
用
し
、
末
法
で
は
爾
前
経
の
持
戒
は
な
く
、
た
だ
法
華
経
を
持
つ
事
が
持
戒
に
な
る
と
説
く
。

ま
た

涅
槃
経

の
文

乗
緩
の
（
修
行
が
緩
い
）
者
は
緩
と
し
戒
緩
の
（
持
戒
が
緩
い
）
者
は
緩
と
し
な
い
。（
中
略
）
菩
薩
は
破
戒

を
現
じ
て
も
緩
と
し
な
い

（
北
本

正
蔵

一
二
巻

四
〇
〇
頁

ｃ
）
を
引
用
し
、
法
華
経
の
戒
を
流
通
す
る
文
と
す
る
。

十
法
界
明

因
果
鈔

（
一
七
二
〜
一
七
三
頁
）、

薬
王
品
得
意
鈔

（
三
三
九
〜
三
四
〇
頁
・
四
四
歳
）
参
照
。

13
、
深
い
教
が
破
戒
者
を
摂
取
す
る

守
護
国
家
論

（
一
〇
九
頁
）
参
照
。

14
、
正
法
護
持
を
持
戒
に
勝
る
と
説
く

災
難
対
治
鈔

（
一
六
三
、
一
七
一
頁
・
三
九
歳
）、

立
正
安
国
論

（
二
一
二
、
二
二
一
、

二
二
五
頁
・
三
九
歳
）
参
照
。

守
護
国
家
論

（
一
一
五
頁
）
で
は
、

涅
槃
経

の
文

正
法
を
護
持
す
る
者
は
五
戒
を
受
け
ず
、
武

器
を
持
つ
べ
き
で
あ
る

（

正
蔵

一
二
巻

三
八
三
頁

ｂ
、
三
八
四
頁

ａ
）
を
引
用
す
る
。
そ
し
て
爾
前
四
十
余
年
中
で
も

梵
網

経

の
如
く
な
ら
ば
武
器
を
蓄
え
る
こ
と
は
不
可
で
あ
り
、
三
悪
道
に
堕
す
と
す
る
。
し
か
し
今
の
末
法
は
道
俗
を
選
ば
ず
弓
矢
・
刀
杖

を
帯
し

梵
網
経

に
背
く
が
、

涅
槃
経

に
は
合
致
す
る
と
示
す
。

開
目
抄

（
六
〇
五
〜
六
〇
六
頁
）
で
は
、

頂

涅
槃
経
疏

の
補
釈
（

正
蔵

三
八
巻

八
四
頁

ｃ
）
を
引
用
す
る
。

15
、
律
を
法
華
経
の
眷
属
と
す
る

法
華
題
目
鈔

（
三
九
五
頁
・
四
五
歳
）
参
照
。

16
、
持
戒
よ
り
も
法
華
経
誹
謗
の
罪
を
重
い
と
す
る

善
無
畏
鈔

（
四
一
三
頁
・
四
五
歳
）、

曽
谷
二
郎
入
道
殿
御
報

（
八
七
二

二
九
七

法
華
教
学
史
に
お
け
る
戒
律
観
の
変
遷
（
田
村
完
爾
）



頁
・
六
〇
歳
）
参
照
。

【
持
戒
・
破
戒
の
果
報
】

17
、
天
人
は
持
戒
・
毀
戒
の
比
丘
を
共
に
供
養
す
る

立
正
安
国
論

（
二
二
三
頁
）
参
照
。

18
、
国
王
の
引
業
と
な
る
持
戒

十
法
界
明
因
果
鈔

（
一
七
六
〜
一
七
七
頁
）
で
は
、
小
乗
戒
を
持
し
て
破
る
者
は
来
世
に
六
道
の

民
と
な
り
、
大
乗
戒
を
破
す
る
者
は
六
道
の
王
と
な
り
、
持
す
る
者
は
仏
と
な
る
と
す
る
。

四
条
金
吾
殿
御
返
事

（
六
六
一
頁
・
五
一

歳
）、

災
難
興
起
由
来

（
一
五
八
頁
・
三
九
歳
）、

瀧
泉
寺
申
状

（
一
六
八
三
頁
・
五
八
歳
）、

善
無
畏
三
蔵
鈔

（
四
七
一
頁
・
四

九
歳
）
等
参
照
。

19
、
五
戒
の
維
持
に
よ
り
人
界
の
果
報
を
得
る

種
種
御
振
舞
御
書

（
九
八
四
頁
・
五
四
歳
）
等
参
照
。

20
、
不
妄
語
戒
の
重
視

善
無
畏
鈔

（
四
一
三
頁
・
四
五
歳
）
で
は
、
法
華
経
の
真
実
は
、
釈
迦
・
多
宝
・
十
方
分
身
諸
仏
す
な
わ

ち
三
仏
の
不
妄
語
戒
に
よ
る
と
示
す
。

断
簡
二
二
三

（
二
九
三
四
頁
・
四
三
〜
四
五
歳
頃
）、

薬
王
品
得
意
鈔

（
三
四
一
〜
三
四
二

頁
・
四
四
歳
）、

南
條
殿
御
返
事

（
一
一
三
七
頁
・
五
五
歳
）、

報
恩
抄

（
一
一
九
七
頁
・
五
五
歳
）
等
参
照
。

21
、

涅
槃
経

依
法
不
依
人

を
制
戒
と
す
る

断
簡
五
二

（
二
四
九
五
頁
・
五
〇
歳
前
後
）
参
照
。

【
末
法
相
応
の
行
法
】

22
、
正
像
末
三
時
に
お
け
る
持
戒
・
破
戒
の
様
相

南
条
兵
衛
七
郎
殿
御
書

（
三
二
二
頁
・
四
三
歳
）
で
は
、
仏
滅
後
、
正
法
時
は

持
戒
者
が
多
く
得
道
し
、
像
法
時
は
破
戒
者
が
多
く
得
道
す
る
者
は
少
な
く
、
末
法
万
年
は
無
戒
者
の
み
が
国
に
充
満
し
、
濁
世
す
な
わ

二
九
八
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華
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の
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ち
乱
れ
た
世
に
な
る
と
説
く
。

23
、
謗
法
呵
責
は
破
戒
に
当
た
ら
な
い
と
す
る

災
難
興
起
由
来

（
一
六
二
頁
）
で
は

涅
槃
経

の

法
を
壊
す
者
を
見
て
呵
責

し
、
追
い
払
い
、
罪
を
糾
弾
し
な
け
れ
ば
仏
法
中
の
怨
と
な
り
、
行
え
ば
仏
弟
子
・
真
の
声
聞
で
あ
る

（

正
蔵

一
二
巻

三
八
一
頁

ｂ
）
の
文
を
引
用
し
、
他
宗
を
批
判
し
、
僧
形
の
比
丘
の
失
を
顕
す
こ
と
は
不
謗
四
衆
戒
と
不
謗
三
宝
戒
を
破
す
こ
と
に
は
当
た
ら
な

い
と
示
す
。

24
、
末
法
に
お
け
る
持
戒
の
否
定

法
蓮
鈔

（
九
五
一
〜
九
五
二
頁
・
五
四
歳
）
で
は
、
法
華
経
は
時
に
よ
っ
て
相
応
す
る
行
が
異

な
る
と
し
、
末
法
今
時
で
は
持
戒
を
行
ず
る
と
も
仏
に
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
法
華
経
の

我
不
愛
身
命

、

涅
槃
経

の

寧

喪
身
命

（

正
蔵

一
二
巻

四
一
九
頁

ａ
）、

涅
槃
経
疏

の

死
身
弘
法

（

正
蔵

三
八
巻

一
一
四
頁

ｂ
）
の
文
を
引
用
し
、

末
法
相
応
の
行
を
示
す
。

顕
謗
法
鈔

（
二
四
八
頁
・
四
一
歳
）、

一
谷
入
道
御
書

（
九
九
〇
頁
・
五
四
歳
）、

種
種
物
御
消
息

（
一

五
三
〇
頁
・
五
七
歳
）、

九
郎
太
郎
殿
御
返
事

（
一
六
〇
三
頁
・
五
七
歳
）
等
参
照
。

25
、
法
華
経
受
持
を
持
戒
に
勝
る
と
す
る

撰
時
抄

（
一
〇
五
七
頁
・
五
四
歳
）、

盂
蘭
盆
御
書

（
一
七
七
三
〜
一
七
七
四
頁
・
五

九
歳
）、

上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事

（
一
八
一
二
頁
・
五
九
歳
）
等
参
照
。

26
、
持
戒
よ
り
大
小
権
実
の
弁
別
を
重
ん
ず
る

大
学
三
郎
殿
御
書

（
一
〇
八
三
頁
・
五
四
歳
）
参
照
。

27
、
末
法
に
お
け
る
持
戒
を
制
止
し
、
信
を
中
心
と
す
る
唱
題
を
勧
め
る

四
信
五
品
鈔

（
一
二
九
六
頁
・
五
六
歳
）
で
は
、
末
法
の

初
心
の
行
者
（
五
品
の
初
め
二
〜
三
品
）
に
対
し
仏
は
、
円
教
の
戒
定
慧
三
学
の
内
、
戒
定
を
制
し
て
慧
の
一
分
に
限
り
修
行
す
べ
き
と

し
、
慧
も
ま
た
堪
え
ら
れ
な
い
の
で
、
信
を
以
て
慧
に
代
え
、
信
を
中
心
と
す
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
末
代
初
心
の
行
者
に
対
し
布
施
・

持
戒
等
の
五
度
を
制
止
し
て
一
向
に
唱
題
さ
せ
る
の
が
一
念
信
解
・
初
随
喜
品
の
気
分
で
あ
り
、
法
華
経
の
本
意
と
す
る
。
さ
ら
に
同
抄

二
九
九
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で
は
、

法
華
文
句

（

正
蔵

三
四
巻

一
三
八
頁

ａ
）、

文
句
記

（
同

三
四
三
頁

ｂ
）、

末
法
灯
明
記

（

伝
全

一
巻

四
一

八
頁
）
を
引
用
し
、
末
法
の
初
心
行
者
に
持
戒
・
五
度
は
必
要
な
く
、
信
を
以
て
法
華
経
の
題
目
の
み
を
持
つ
事
が
持
戒
で
あ
り
、
題
目

受
持
以
外
の
持
戒
等
の
諸
行
を
捨
て
よ
と
述
べ
る
。

富
木
入
道
殿
御
返
事

（
一
五
一
九
頁
・
五
七
歳
）
参
照
。

28
、
題
目
を
大
乗
戒
の
功
徳
を
集
約
し
た
如
意
宝
珠
に
比
す

四
条
金
吾
殿
御
返
事

（
六
六
五
頁
・
五
一
歳
）
で
は
、
法
華
経
の
題

目
の
集
約
的
な
功
徳
を
如
意
宝
珠
に
比
す
。
如
意
宝
珠
は
釈
迦
仏
の
舎
利
・
身
骨
で
あ
り
、
仏
が
無
量
劫
よ
り
持
つ
大
乗
戒
が
身
に
薫
り

骨
に
染
み
、
一
切
衆
生
を
助
け
る
珠
と
な
っ
て
い
る
と
説
く
。

報
恩
抄

（
一
二
八
五
頁
・
五
五
歳
）
で
は
、
安
然

普
通
広
釈

の
文

像
末
の
一
日
の
持
戒
の
功
徳
は
浄
土
の
百
劫
の
修
行
に
超
勝
し
て
い
る

（

正
蔵

七
四
巻

七
七
六
頁

ａ
取
意
）
に
基
づ
き
、
持
戒

を
題
目
受
持
・
唱
題
に
置
き
換
え
、
末
法
に
お
け
る
題
目
受
持
・
弘
通
の
功
徳
の
甚
大
さ
を
主
張
す
る
。

29
、
自
身
を
無
戒
と
規
定
し
、
法
華
経
の
功
徳
を
讃
え
る

御
衣
並
単
衣
御
書

（
一
一
一
一
〜
一
一
一
二
頁
・
五
四
歳
）
で
は
、
自

身
を
無
戒
の
比
丘
と
し
な
が
ら
法
華
経
読
誦
に
よ
り
正
直
の
金
言
を
出
す
と
し
、
毒
蛇
が
珠
を
吐
き
伊
蘭
が
栴
檀
を
出
す
如
し
と
述
べ
る
。

祈
禱
鈔

（
六
七
九
頁
・
五
一
歳
）、

法
衣
書

（
一
八
五
四
頁
・
五
九
歳
）、

盂
蘭
盆
御
書

（
一
七
七
五
〜
一
七
七
六
頁
・
五
九
歳
）

も
参
照
。

30
、
持
戒
の
一
形
態
と
し
て
の
四
恩
報
謝
・
知
恩
報
恩

開
目
抄

（
五
四
四
頁
）
で
は
、
安
然

普
通
広
釈

知
恩
報
恩
を
持
戒
と

名
く

（

正
蔵

七
四
巻

七
五
九
頁

ｃ
）、

心
地
観
経

四
恩
に
報
ず
る
を
名
け
て
持
戒
と
為
す

（

正
蔵

三
巻

二
九
六
頁

ｃ

他
）
等
に
基
づ
き
、
報
恩
の
実
践
を
説
く
。

善
無
畏
三
蔵
鈔

（
四
七
三
頁
）、

祈
禱
鈔

（
六
六
八
頁
）、

別
当
御
房
御
返
事

（
八
二

七
頁
・
五
三
歳
）、

王
舎
城
事

（
九
一
七
頁
・
五
四
歳
）、

兄
弟
鈔

（
九
二
八
頁
・
五
四
歳
）、

種
種
御
振
舞
御
書

（
九
六
六
頁
）、

一
谷
入
道
御
書

（
九
九
三
頁
）、

撰
時
抄

（
一
〇
五
五
頁
）、

清
澄
寺
大
衆
中

（
一
一
三
四
頁
・
五
五
歳
）、

四
条
金
吾
釈
迦
仏

三
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供
養
事

（
一
三
〇
二
頁
・
五
五
歳
）、

報
恩
抄

（
一
〇
九
二
、
一
二
三
九
頁
）、

下
山
御
消
息

（
一
三
三
五
頁
・
五
六
歳
）、

千
日

尼
御
前
御
返
事

（
一
五
四
二
頁
・
五
七
歳
）、

断
簡
三
二

（
二
四
八
六
頁
・
五
七
〜
六
〇
歳
頃
）、

断
簡
二
六
五

（
二
九
五
九
頁
・

五
四
〜
五
七
歳
頃
）
等
参
照
。
真
蹟
遺
文
以
外
で
は
、

四
恩
鈔

（
二
三
九
頁
・
四
一
歳
）、

上
野
殿
御
消
息

（
一
一
二
五
、
一
一
二

七
頁
・
五
四
歳
）、

秋
元
御
書

（
一
七
三
五
頁
・
五
九
歳
）
も
参
照
。

31
、
諸
天
・
二
乗
の
破
戒
行
者
守
護

祈
禱
鈔

（
六
六
九
、
六
七
九
頁
）
参
照
。

【
伝
教
大
師
最
澄
の
戒
壇
建
立
と
本
門
戒
壇
】

32
、
最
澄
の
小
乗
戒
批
判
に
関
す
る
説
示

法
門
可
被
申
様
之
事

（
四
四
七
〜
四
四
八
頁
・
四
八
歳
）
で
は
、
最
澄
は
時
（
像
法
）

に
当
た
っ
て
小
乗
二
百
五
十
戒
を
捨
て
た
と
し
、
法
華
円
頓
の
戒
に
紛
れ
る
故
捨
て
た
と
す
る
。

断
簡
一
三
三

（
二
五
二
〇
頁
）、

行

敏
訴
状
御
会
通

（
四
九
九
頁
・
五
〇
歳
）、

報
恩
抄

（
一
二
二
〇
、
一
二
四
七
頁
）、

下
山
御
消
息

（
一
三
一
四
、
一
三
一
七
頁
）、

頼
基
陳
状

（
一
三
六
〇
頁
・
五
六
歳
）
等
参
照
。

下
山
御
消
息

（
一
三
二
六
頁
）
で
は
、
仏
滅
後
、
世
が
末
に
な
る
と
人
の
悪
は

日
々
増
長
し
、
政
道
は
日
々
衰
退
す
る
故
に
三
災
七
難
が
増
長
し
、
小
乗
戒
等
の
力
も
効
験
を
示
さ
ず
、
そ
の
よ
う
な
時
は
小
乗
戒
を
止

め
大
乗
戒
を
用
い
て
国
を
治
め
る
が
、
そ
の
大
乗
戒
も
叶
わ
な
か
っ
た
の
で
、
皇
帝
は
最
澄
に
命
じ
法
華
経
円
頓
の
大
戒
壇
を
叡
山
に
建

立
し
て
代
を
治
め
た
と
い
う
。

33
、
最
澄
の
大
乗
戒
壇
建
立
を
讃
え
る

開
目
抄

（
五
九
四
〜
五
九
五
頁
）
参
照
。

聖
密
房
御
書

（
八
二
五
〜
八
二
六
頁
・
五
三

歳
）
で
は
、
宗
は
戒
定
慧
の
三
学
を
備
え
る
と
し
、
中
で
も
戒
を
以
て
大
小
乗
を
区
分
す
る
と
い
う
。

曾
谷
入
道
殿
許
御
書

（
九
〇
〇

頁
・
五
四
歳
）
で
は
、
最
澄
が
慧
思
・
智

も
弘
め
な
か
っ
た
円
頓
戒
壇
を
比
叡
山
に
建
立
し
、
日
本
一
州
の
学
者
は
一
人
も
残
ら
ず
最

三
〇
一
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澄
の
門
弟
と
な
っ
た
と
評
す
る
。
ま
た
同
抄
で
は
、
最
澄
は
小
乗
・
大
乗
・
一
乗
の
諸
戒
を
一
々
分
別
し
て

梵
網
経

経

の

別
受
戒
を
以
て
小
乗
二
百
五
十
戒
を
破
し
、
ま
た
法
華
経

普
賢
観
経

の
円
頓
大
王
の
戒
を
以
て
諸
大
乗
経
の
臣
民
の
戒
を
責
め
下
し

た
と
す
る
。
こ
の
大
戒
は
霊
山
八
年
の
法
華
会
座
を
除
い
て
一
閻
浮
提
に
な
か
っ
た
大
戒
場
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
八
宗
は
共
に

偏
執
を
倒
し
て
一
国
を
挙
げ
て
最
澄
の
弟
子
と
な
っ
た
と
す
る
。

撰
時
抄

（
一
〇
一
四
〜
一
〇
一
五
頁
）
で
は
、
最
澄
は
小
乗
の
別
受

戒
を
責
め
落
と
し
、
六
宗
の
八
大
徳
に

梵
網
経

の
大
乗
別
受
戒
を
授
け
、
さ
ら
に
法
華
経
の
円
頓
の
別
受
戒
を
叡
山
に
建
立
し
た
と

す
る
。
そ
し
て
仏
滅
後
一
千
八
百
余
年
間
、
印
度
・
中
国
・
世
界
中
に
な
か
っ
た
霊
山
の
大
戒
が
日
本
に
始
ま
っ
た
と
讃
え
る
。

三
三

蔵
祈
雨
事

（
一
〇
六
八
頁
・
五
四
歳
）
参
照
。

報
恩
抄

（
一
二
四
七
頁
）
で
は
、
内
証
は
同
じ
で
は
あ
る
が
法
の
流
布
は
迦
葉
・
阿

難
よ
り
も
馬
鳴
・
龍
樹
等
は
勝
れ
、
さ
ら
に
智

は
勝
れ
、
さ
ら
に
最
澄
が
超
え
て
い
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
直
後
に
本
門
の
三
大
秘
法

が
語
ら
れ
、
本
門
戒
壇
を
建
立
す
べ
き
意
が
示
さ
れ
る
。

34
、
本
門
戒
壇
の
建
立
を
期
す

富
木
殿
御
返
事

（
七
四
三
〜
七
四
四
頁
・
五
二
歳
）
で
、
佐
渡
流
罪
の
日
蓮
は
自
ら
の
死
を
覚
悟

し
、
最
澄
が
円
宗
を
日
本
に
弘
め
た
際
、
定
慧
は
生
前
に
弘
め
、
円
戒
（
戒
壇
建
立
）
は
死
後
に
顕
し
た
と
し
、
事
相
ゆ
え
に
一
層
の
大

難
が
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
余
年
、
妙
法
五
字
と
寿
量
品
の
仏
（
久
遠
実
成
の
釈
尊
）
の
流
布
は
疑
い
な
い

と
す
る
。
こ
こ
に
三
大
秘
法
（
本
門
の
本
尊
・
題
目
・
戒
壇
）
中
の
前
二
者
の
流
布
が
説
か
れ
、
本
門
戒
壇
は
見
え
な
い
が
、
最
澄
の
円

頓
戒
壇
建
立
の
事
跡
が
語
ら
れ
る
。
日
蓮
は
本
抄
以
降
、
最
澄
の
戒
壇
建
立
を
讃
え
始
め
、
そ
れ
と
共
に
本
門
戒
壇
の
建
立
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
る
。

波
木
井
三
郎
殿
御
返
事

（
七
四
八
頁
・
五
二
歳
）
で
は
、
智

が
円
定
・
円
慧
を
弘
め
、
最
澄
が
日
本
で
さ
ら
に
円
頓

戒
を
弘
め
た
と
讃
え
る
。
し
か
し
仏
滅
後
二
千
余
年
（
末
法
）
に
至
り
、
印
度
・
中
国
・
日
本
の
三
朝
に
、
本
門
の
教
主
の
寺
塔
、
地
涌

千
界
の
菩
薩
に
別
し
て
授
与
し
た
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
は
い
ま
だ
弘
通
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
。
こ
こ
で
も
三
大
秘
法
中
の
前
二
者
の
弘
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通
が
説
か
れ
る
。
た
だ
し

寺
塔

を
戒
壇
と
解
釈
す
れ
ば
、
三
大
秘
法
が
揃
う
事
に
な
る
。

法
華
行
者
値
難
事

（
七
九
八
頁
・
五
三

歳
）
で
は
、
龍
樹
・
天
親
は
権
大
乗
経
を
弘
め
た
が
法
華
経
を
口
に
せ
ず
、
智

・
最
澄
は
法
華
経
を
弘
め
た
が
本
門
の
本
尊
と
四
菩

薩
・
戒
壇
・
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
弘
め
残
し
た
と
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
一
つ
に
は
釈
尊
が
智

・
最
澄
に
授
与
し
な
か
っ
た
故
、

二
つ
に
は
（
像
法
時
で
あ
り
）
時
機
が
未
熟
で
あ
っ
た
為
と
述
べ
る
。
こ
こ
に
初
め
て
明
確
に
、
本
門
の
三
大
秘
法
が
ま
と
め
て
説
か
れ

る
。
し
か
し
本
門
戒
壇
の
具
体
的
内
容
は
、
現
存
の
真
蹟
遺
文
を
見
る
限
り
直
接
に
語
ら
れ
て
い
な
い
。

法
華
取
要
抄

（
八
一
五
頁
・

五
三
歳
）
で
は
如
来
滅
後
二
千
余
年
の
末
法
に
龍
樹
・
天
親
・
智

・
最
澄
が
弘
め
残
し
た
秘
法
は
、
本
門
の
本
尊
・
戒
壇
・
題
目
の
五

字
で
あ
る
と
し
、
本
門
の
三
大
秘
法
が
明
示
さ
れ
る
。

報
恩
抄

（
一
二
八
四
頁
）
で
は
、
最
澄
の
円
頓
戒
壇
建
立
の
業
績
を
讃
え
、
こ

れ
を
踏
ま
え
、
本
門
の
三
大
秘
法
（
本
尊
・
戒
壇
・
題
目
）
が
仏
滅
後
二
千
年
以
後
の
末
法
に
世
界
中
に
弘
通
す
べ
き
正
法
で
あ
る
と
説

く
。
本
門
戒
壇
を
、
最
澄
の
戒
壇
建
立
の
事
跡
に
擬
し
て
い
る
こ
と
が
文
脈
上
、
窺
え
る
。

下
山
御
消
息

（
一
三
四
三
〜
一
三
四
四

頁
）
で
は
、
比
叡
山
の
円
頓
戒
も
法
華
経
迹
門
の
大
戒
で
あ
り
、
末
法
の
時
機
に
相
応
し
な
い
と
し
、
今
日
本
に
あ
る
戒
壇
は
ど
れ
も
叶

う
べ
き
戒
壇
で
は
な
い
と
し
て
、
今
は
国
土
が
破
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
警
告
す
る
。
こ
こ
で
、
本
門
戒
壇
の
建
立
が
日
本
を
救
う

と
い
う
思
い
が
日
蓮
に
あ
っ
た
と
も
推
察
さ
れ
る
。

富
木
入
道
殿
御
返
事

（
一
五
一
九
頁
・
五
七
歳
）
で
は
、
迹
門
と
本
門
に
つ
い
て

智

・
最
澄
だ
け
は
ほ
ぼ
分
別
し
て
説
い
た
が
、
本
門
と
迹
門
の
大
事
に
円
戒
が
い
ま
だ
分
明
に
さ
れ
な
か
っ
た
と
説
く
。
こ
の
両
師
は

心
の
内
に
は
鑑
み
て
い
た
が
、
時
（
末
法
）・
機
が
至
ら
ず
、
ま
た
本
門
を
釈
尊
よ
り
譲
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
今
は
末
法
に

入
っ
た
の
で
、（
釈
尊
よ
り
法
華
経
本
門
を
付
嘱
さ
れ
た
）
地
涌
の
菩
薩
が
出
現
し
て
弘
通
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
言
う
。
こ
こ
で
説
か

れ
る

本
門
と
迹
門
と
の
大
事
に
円
戒

と
は
、
迹
門
戒
・
本
門
戒
の
意
と
も
理
解
し
得
る
が
、

本
門
と
迹
門
と
の
大
き
な
違
い
と
本

門
円
頓
戒
壇

を
意
味
す
る
と
も
推
察
さ
れ
る
。
本
門
と
迹
門
は
教
主
が
異
な
り
、
日
蓮
の
立
場
で
は
本
門
の
教
主
久
遠
実
成
の
釈
尊
が
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本
尊
と
な
る
。
ま
た
日
蓮
に
よ
れ
ば
一
念
三
千
は
本
門
に
至
っ
て
確
定
し
、
妙
法
五
字
は
本
門
に
顕
さ
れ
る
と
述
べ
る
（

開
目
抄

五

五
二
頁

、

観
心
本
尊
抄

七
一
一
〜
七
一
二
頁

等
）。
し
た
が
っ
て

本
門
と
迹
門
と
の
大
事
に
円
戒

と
は
、
本
門
の
三
大
秘
法

を
示
唆
す
る
と
も
推
定
さ
れ
る
。

【
諸
師
・
諸
宗
へ
の
批
判
等
】

35
、
提
婆
達
多
・
不
空
三
蔵
・
鑑
真
等
の
戒
壇
建
立

法
華
題
目
鈔

（
三
九
八
頁
）、

祈
禱
鈔

（
六
七
四
頁
）
参
照
。

曾
谷
入
道

殿
許
御
書

（
八
九
七
頁
）
参
照
。

撰
時
抄

（
一
〇
一
四
頁
）、

神
国
王
御
書

（
八
七
九
頁
・
五
四
歳
）、

報
恩
抄

（
一
二
〇
八

頁
）、

和
漢
王
代
記

（
二
三
五
二
頁
・
五
五
歳
）、

本
尊
問
答
抄

（
一
五
七
九
頁
・
五
七
歳
）、

断
簡
七
〇

（
二
五
〇
三
頁
・
五
七

〜
六
〇
歳
頃
）
等
参
照
。

36
、
破
戒
の
謗
法
者
を
対
治
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る

守
護
国
家
論

（
一
一
八
、
一
一
九
、
一
二
五
頁
）、

災
難
対
治
鈔

（
一
六

六
頁
）、

立
正
安
国
論

（
二
一
四
、
二
二
〇
、
二
二
二
頁
）、

開
目
抄

（
五
九
二
頁
）、

波
木
井
三
郎
殿
御
返
事

（
七
四
六
頁
）、

下
山
御
消
息

（
一
三
二
〇
頁
）、

瀧
泉
寺
申
状

（
一
六
八
二
頁
・
五
八
歳
）、

立
正
安
国
論
（
広
本
）
（
一
四
五
九
〜
一
四
六
一

頁
）
等
参
照
。

37
、
小
乗
戒
を
持
つ
他
宗
へ
の
批
判

法
門
可
被
申
様
之
事

（
四
五
一
頁
・
四
八
歳
）
参
照
。

38
、
律
宗
批
判

一
代
五
時
図

（
二
三
〇
〇
頁
・
四
七
歳
頃
）、

一
代
五
時
鶏
図

（
二
三
三
四
頁
・
五
四
〜
五
八
歳
）、

善
無
畏

三
蔵
鈔

（
四
六
四
頁
）、

下
山
御
消
息

（
一
三
一
七
〜
一
三
一
八
、
一
三
二
〇
頁
）、

頼
基
陳
状

（
一
三
六
〇
頁
）、

盂
蘭
盆
御
書

（
一
七
七
三
頁
）
参
照
。

暁
八
幡
鈔

（
一
八
四
五
頁
・
六
〇
歳
）
で
は
四
箇
格
言
を
示
し
、
律
僧
を
国
賊
と
批
判
す
る
。
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39
、
謗
法
一

提
は
持
戒
者
の
中
に
い
る
と
す
る

善
無
畏
三
蔵
鈔

（
四
七
五
頁
）、

撰
時
抄

（
一
〇
三
〇
頁
）
参
照
。

立
正
安

国
論
（
広
本
）
（
一
四
七
四
頁
）
参
照
。

40
、
真
言
律
宗
・
忍
性
批
判

行
敏
訴
状
御
会
通

（
四
九
九
頁
）、

断
簡
三
九

（
二
八
四
四
頁
・
五
三
〜
五
四
歳
頃
）、

兄
弟
鈔

（
九
二
四
頁
）、

種
種
御
振
舞
御
書

（
九
六
四
〜
九
六
五
頁
）、

撰
時
抄

（
一
〇
五
七
頁
）、

高
橋
入
道
殿
御
返
事

（
一
〇
八
五

頁
）、

報
恩
抄

（
一
二
三
七
頁
）、

破
良
観
等
御
書

（
一
二
八
七
頁
・
五
五
歳
）、

上
野
殿
御
返
事

（
一
三
〇
八
頁
・
五
六
歳
）、

下
山
御
消
息

（
一
三
二
〇
｜
一
三
二
二
、
一
三
二
三
頁
）、

頼
基
陳
状

（
一
三
五
二
〜
一
三
五
四
頁
）、

立
正
安
国
論
（
広
本
）

（
一
四
五
九
〜
一
四
六
〇
、
一
四
七
四
頁
）
等
参
照
。

41
、
空
海
・
円
仁
の
持
戒
に
対
す
る
批
判

報
恩
抄

（
一
二
二
〇
、
一
二
三
四
頁
）、

断
簡
五
四

（
二
四
九
七
〜
二
四
九
八
頁
・
五

四
〜
五
七
歳
頃
）、

下
山
御
消
息

（
一
三
四
三
〜
一
三
四
四
頁
）
参
照
。

三

小

結

一
見
す
る
と
日
蓮
は

末
法
無
戒

を
掲
げ
持
戒
を
重
ん
じ
な
い
よ
う
に
速
断
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
は
そ
の
よ
う
な
単
純
な
思

構
造
で
は
な
く
、
裏
面
で
は
戒
律
に
対
す
る
深
い
研
究
と
省
察
が
な
さ
れ
、
法
華
経
に
基
づ
き
末
法
に
即
応
し
て
変
化
し
展
開
さ
れ
た
持

戒
の
形
が
示
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
は
若
年
時
よ
り
戒
律
の
内
容
・
歴
史
的
展
開
の
研
究
を
深
め
、
生
涯
に
わ
た
り
天
台
・
法
華
中
心
の
視

点
に
立
ち
つ
つ
仏
教
史
に
お
け
る
戒
律
の
展
開
を
跡
づ
け
る
。
そ
し
て
法
華
経
の

此
経
難
持
。
若
暫
時
者
。（
中
略
）
是
名
持
戒
。
行

頭
陀
者

等
の
文
に
依
拠
し
て
持
戒
を
題
目
受
持
に
集
約
し
、
一
大
秘
法
（
九
〇
〇
、
九
〇
二
頁
）
と
し
て
の
題
目
か
ら
、
三
大
秘
法

（
本
門
の
本
尊
・
戒
壇
・
題
目
）
へ
と
展
開
し
、
印
度
・
中
国
・
日
本
の
三
国
仏
教
弘
通
史
・
戒
律
展
開
史
・
法
華
経
流
通
史
の
集
大
成
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と
し
て
、
題
目
受
持
に
基
づ
く
本
門
戒
壇
の
建
立
を
目
指
し
た
と
窺
え
る
。
ま
た
日
蓮
の
重
ん
じ
る

四
恩
報
謝

知
恩
報
恩

は
、

安
然

普
通
広
釈

お
よ
び

心
地
観
経

梵
網
経

等
に
よ
れ
ば
持
戒
に
当
た
り
、
日
蓮
は
こ
れ
を
生
涯
を
貫
く
生
き
方
・
主
題
と

し
て
実
践
し
て
き
た
こ
と
も
ま
た
確
認
で
き
る
。
な
お
本
稿
は
紙
数
の
制
約
上
、
内
容
を
絞
り

略
し
て
い
る
が
、
後
日
、
問
題
全
般
に

わ
た
り
詳
述
し
た
い
と

え
て
い
る
。

引
用
書
目
略
称

正
蔵

…
…

大
正
新
脩
大
蔵
経

伝
全

…
…

伝
教
大
師
全
集

三
〇
六

法
華
教
学
史
に
お
け
る
戒
律
観
の
変
遷
（
田
村
完
爾
）
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